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はじめに

樋口　輝彦

　Bipolar Disorder 研究会は早いもので，今回で第 10 回目の節目を迎

えることとなりました。10 年前に本研究会が発足した当時，双極性障

害に対する認識はそれほど高いものではありませんでしたが，この 10

年間に啓発が進んだことや，いくつかの薬剤が治療適応を取得したこと

などから，双極性障害治療に対する関心はこれまでになく高まってきた

ように思います。最近では，双極性障害において，パーソナリティ障害

との関係や発達障害との関係が注目され，それらの障害と双極性障害を

いかに鑑別するか，あるいは併存しているのかを適切に評価するといっ

た診断上の問題がこれまで以上に重視されつつあります。加えて，わが

国では双極性障害の過剰診断と過小診断の問題が同居しており，双極性

障害の適切な診断がいかに難しいものであるかがわかります。本研究会

でのディスカッションを通じて，このような双極性障害診療におけるさ

まざまな課題が改善されていくことを切に願っているところです。

　さて，今回の研究会では，理化学研究所の加藤忠史先生を当番世話人

として，第 1部の教育講演と第 2部の「気分安定薬の使い分け」をテー

マとしたシンポジウムで構成いたしました。教育講演やシンポジウムに

おいて，活発なディスカッションが展開され，実り多き研究会になるこ

とを期待しております。

　なお，本研究会は節目となる第 10 回目を迎えましたが，世話人会に

おきましてさらに 5年間継続することが了承されました。共催いただい

ている協和発酵キリン株式会社には，心より感謝と御礼を申し上げたい

と思います。
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